　リレー小説。

　はあ

　と、ため息をつく。

　何でこんな電話がかかってくるんだろうか。さっきからそのことでため息がつきない。どんな電話かというとこんな電話である。

「私メリーさん、今警察にいるの。家出と間違えられちゃって。おねがい、迎えに来てちょうだい」

　はあ

　もう何度目になるかというため息だ。

　別に嫌なわけではない。後輩に頼られて嫌な気はしない。むしろあまたいる妖怪の中から選ばれてうれしくもある。

　ただ、内容が内容であるため無条件に喜んだりもできないのが現実である。これが、「怖がらせたい人間がいるんだけど、私じゃ力不足なの」とか「法力の強いお坊さんに供養されそうで困ってるの」とかだったら、諸手を挙げて助けに行くのであるが。いかんせん警察沙汰とは。

　そもそも、どこの警察署かと。そこを教えてくれないと迎えに行きようがない。とはいえ、かわいい後輩がわざわざ名指しで助けを求めてきたのだから、できる限り、力にはなってやりたいと思う。

　はあ

　どうすればいいのやらとまたため息をつく。

　あの子の能力で、どんな電話でも彼女の方から電話をかけることはできる、しかし、かけ返すことはできない。その後の連絡がないところを見ると、どこの警察署かわかっていないことは、あの子は気づいていないようだ。

　警察署に行って、「どこの警察署かはわからないのですが、メリーと名乗る小学生くらいの女の子を保護しているという情報は入ってないでしょうか？」とバカ正直に聞いてみるか。

　私がふつうの人型をしていればそれもよかったかもしれないが、あいにく私の格好は怖がられること請け合いだ。いや、今時分ならコスプレと思われるかもしれない。まあどちらにしろ良い印象はもたれまい。

　それでは、情報を手に入れるのが得意な奴とでも連絡を取ろうか。

　しかし、深夜と呼んでも差し支えないこの時間ではどう考えても電話するのは失礼に当たる。いや、妖怪相手に時間を気にするのもおかしな話なのではあるが、一般的に妖怪も深夜は寝ているのだ。むしろ仕事が夜に固まっている分、深夜には、「やっと仕事終わった～」などとくつろいでいるのだ。

　ただ、まあ、メリーちゃんはほかの妖怪からも可愛いがられていたから、あの子のことでなら、多少の迷惑も目をつぶってくれるかもしれない。

　よし、ほかの妖怪に連絡するか。

　さて、誰に電話しよう。

